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炭 水 化 合 物 代 謝 に 關 す る研 究1)

第二報 植物体内の炭水化合物定量に HAGEDORn 法の応用

三 山 良 輔

(昭和四印十一月二十五口受領)

1.緒 言

植物体内に於ける淡水化合物の定量を行ふに際 し微量定量の必要に迫らる事多く,共 の目

的に応じ て各方法を選択すべきなれども其の資料の量と誤差の少なき点に於て最 も優れ りと

思はるる 氏の血糖定量法を一般植物膿の系統的分析に慮刑せんと

して此の研究 に着手せ り。

II.實 験 の 部

1)不 純 吻の除去

'の 糖定量法に於ては豫め供試品 より不純物を除去す
るに水酸化亜鉛を

以て行ふものなり。

然れども植物体 に於ては血糖に於!ナるよりも還元力に影響ある単寧及び共の分解物 を含有

するもの紗なからざるを以て,蛋 白質の外此等の物質の除去に も關係あ りと思はる塩基性酪

酸鉛.水 酸化亜鉛及び 示藥を用ひて葡萄糖及び単寧混合液に於て行ひ し結果

は亥の如 し。
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以上の結果によれば両 氏の不純物除去法にて得たる数値は眞の葡萄

糖含量に最も近し。
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糊精は水酸化亜鉛にて沈澱物 と共に除去せらるるが故に.供 試水溶液中に糊精の存在する

場合には、糊精を に依 りて糖化せ しめた る後に非 らざれば此の方法を用ふるを得す。

2)糖 化に及ぼす蛋白質の影響

塩酸叉は を含む)を 以て澱粉及び糊精を糖化するに際し、同時に

供試品中の蛋白質の加水分解を生す可 く,而 して蛋白質分解物中に還元牲物質の存在する事

は既に余輩の報告したる所な り,叉 一方に於て蛋白除去に於て吸着の爲糖量の変化 も考へ ら

る可きを以て次の実験 を行へ りQ

α)蛋 白として を取 り の反応 無き迄再結 し,之 を澱粉に加へ

の方法により塩酸にて糖化 したる後水酸化亜鉛にて

所理 し、残在せる蛋白を除去 し.然 る後定量せ り。
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即ち炭水化合物の量に比 し の量の少なる時は誤差少なり。

の 次に前記の混合物を に依 り分解 したる後水酸化亜鉛にて処理 し定量せる

結果は次の如 し。
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以上 に於ても蛋白質の量少なれば誤差少なり。

3)酸 度及び塩類の影響

一般に微量定量法に於て酸を使用 して糖化を行ひ次 に之を中和 したる場合に於て、精密に

中性ならざる時は微量なる酸度の過不足が大なる誤差を生するものにして。

は此の酸度の過不足が糖定量に及ぼす影響を述べたり。然るに酸度のみならす中和 に依 りて

生する塵によりて も誤差を生する事多し。されば酸並びに塩の影響を知らんと欲 し塩酸並び

に食塵を別々に葡萄糖に添加 し、各共の混合液に於で糖を定量したる結果は次の如 し。

の塩酸 の影響

資料は葡窺糖が1立 中に1GO晒 を含み含有酸度 を盛酸にて増加せる溶液1c.cを 使 用す。
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の塩 の影響.

、 資料 として用ひたる葡萄糖溶液は1立 中に100晒 の葡萄糖を含み 之に食蜷 を含有せ しめ

之の食塩の濃度の差による葡萄糖定量の影響 を見た り。
のユ

(特に濃度を「iずに減すりo

Fig. 5

 NaC1 of Sample % I 0.41.0 I 4.010.0 
Glucose determind I 100.6 101.6 I 102.6101.8

以上の結果によれば
,法 に於ては資料の酸度並に塩の濃度の影響は實験

の鞭 にては大嚇 此騨 て此の方法は他の耀 定量法嘆 る・

4)輝 の種類

種 の々微量定量法を肋 樋 の還灘 劔 レ 其の撫 楠 醜 として計聯 ぱ次の

如き結果を與ふ。

茲に比斡の爲に自己の結果を 氏の報告と併記す

れば次の如し 。
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Pentose

即ち以上の結果を見るに 法に於て は果糖の値は葡萄糖に最 も近 く

は少さき値 を與ゆ。
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5)麥 芽糖の定量

澱粉定量の場合に麥芽糖 として計算する必要に迫 らる事屡あるを以て次の実験 を行へ り。

Fig. 7
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以上の結果を見れば使用されたる赤血塩の量 を横柚に探 り糖量を縦軸に探 りて両者の關係

を曲線に霊けば麥芽糖の場合 に於ては殆んど直線 となり.葡 萄糖の場合に於では其の濃度大

なる場合には禰下降するを知る,之 の結果は の實験と略一致するものな り。

6)植 物体 内の炭水化合物の定量'

以上の實験により 法が植物体 にも利用され得べきを知 りたるを以て,此 の方法

を用び實際随物艘に於て實験 し.其 の結果を 法 と比較 した り。植物体 内の糖類を

i定量す るに用ゐたる操作次
の如 し。

α.植物体 を 氏に從ぴ水にて浸出し得たる水溶性糖類の中、還元糖

を先づ 法にて定量 し,次に の

方法により全水溶性糖類を転化 したる後 法にて之 を定量 し,両者の差に

よりて非還元性糖類の量を算出 した り。

b.澱 粉の定量二種の方法にて行ひた り の方法に多少変化を加へ

に依 りて分解後 更に其の溶液を酸分解を行ひ麥芽糖を悉 く葡萄糖に

変化せ しめて定量せ り。次に行ひ し方法は 氏に從ひ 無 き を

製 し之 を川ひ且つ溶液の酸度を 附近に調節 し,糖化作用を瞥ましめたる

後麥芽糖 として定量を行ひた り。(最近BishF.J.B.(2)氏 は醋酸 を以て酸度を調節 してTa・

により糖化せ しめて微量の澱粉 を麥芽糖 として定量を行へ り。)

e.植 物膿の澱粉を糖化せ しめ し際に生 じたる淺渣を酸にて分解 し中和 したる後 一

法にて の定量を行へり。
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以上の如き注意を用ゐて微量定量法たる 法を用ひて得たる結果と肇基

性醋酸鉛を用ひて不純物を除き 法を用ひて得たる結果を此較すれば次の如し。Bertrand

 Hagedorn & Jensen

Fig. 8
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此 くして得たる微量定量法とBertrand法 との結果は略一致す。但 し還元糖に於ては梢高

き結果を與 ふると錐 も其の資料の量並びに濃度の著 しく小なるを認め得可し。

上記の比較に使用せ る資料の量並びに一同に使用すべき糖量を示せば次の如 し、

Fig.  9
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III総 摺

1微 量定量法た る 法を植物艘の次水化物の定 へ1に応用し一般に使用

する 法にて得たる結果 と比較 して近似なる値を得た り。但 し 払に於て

法の約画百分の一の供試品を使用するものなり。

2法 は資羽乏 しき植物膿に於ける炭水化合物の全量又は,或 特種なる

炭水化合物の定量に利用され且濃度低き資粁の冗量に使用 しそ号べし。

3法 は植物鰐の蛋白質輩寧等 を沈澱除去する場合には良き結果を興

ふ.

4.此の方法は酸及ひ塩の有在icよ る影響少なるを以て還元糖のみならす 多糖かを酸にて
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分解したる場合に も精密なる結果 を與ふ.

5.葡 萄糖果糖のr示 藥に対す る還元力は夫れ夫れ近けれども

の夫れは梢小なり。

6.澱 粉の定量に於て 無き を使用 し奏芽糖 として定量し得た り。

HAGEDORN  (YL JENSEN

Maltase Arnylase

Pentose
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THE STUDY OF' CARBOHYDRATE METABOLISM. 

II. ON THE APPI,ICATION OF HAGEDORN'S METHOD 

  TO THE DETERMINATION OF CARBOHYDRATE 

              IN VEGETABLES

(Résumé) 

                          Ryosuke MIYAMA. 

    In the study of the carbohydrate metabolism of plants, it is frequently 

 necessary to perform an accurate quantitative determination of carbohydrate 

 with only a minute amount of samples available. From this viewpoint, the 

 author made a comparative study of several micromethods of determining 

 sugar, in the preceding paper (1), and came to the conclusion that Hage-

 dorn's method is the most reliable.



   In the present paper the author examined Hagedorn and Jensen's 

blood sugar method, to ascertain whether this method is applicable for 

micro determination of carbohydrate in vegetables, and found that it is 

available. 

   The protein precipitant used by Hagedorn and Jensen also showed as 

good results as in proteins on the precipitation of tannins which are 
usually contained in vegetables. 

   This method is only slightly effected by the excess of acid or salts, 

consequently the method is applicable to the determination of disaccharide 

which is easily convertible. 

   The reducing power of glucose and fructose, against Hagedorn and 

Jensen's reagent, is nealy equal but that of pentose is smaller. 

   By the use of special amylase free from maltase, the author was able 

to determine starch as maltose. 

   Hagedorn and Jensen's method was found to be applicable to the 

determination of not only total and special carbohydrates but also of the 

determination of  sugars. 

   Hagedorn and Jensen's method can be used with as minute quantity 

of sugar as one hundredth of the quantity used in Bertrand's method.
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